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𝐴, 𝐵, 𝐶を中心とする半径𝑟の円を、それぞれ𝐶𝐴, 𝐶𝐵, 𝐶𝐶とする。 

 

(1) 

三角形𝐴𝐵𝐶は正三角形であり、𝐶𝐴, 𝐶𝐵, 𝐶𝐶が互いに接するとき、3 辺が𝐷𝑟に含まれる。 ∴ 𝑠 =
1

2
 ⋯ ⋯ (答) 

𝐶𝐴, 𝐶𝐵, 𝐶𝐶の円周が、正三角形𝐴𝐵𝐶の外心を通るとき、正三角形𝐴𝐵𝐶が𝐷𝑟に含まれる。 ∴ 𝑡 =
1

√3
 ⋯ ⋯ (答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 

三角形𝐴𝐵𝐶は鈍角三角形である。𝑟 =
1

2
のとき、𝐶𝐴は𝐵𝐶に接する。𝑟がさらに大きくなると、𝐶𝐴の内部に、 

𝐵𝐶の一部も含まれる。下図のように、𝐶𝐴と𝐶𝐵の円周、𝐶𝐴と𝐶𝑐の円周が、それぞれ𝐵𝐶上で交差するとき、 

3 辺が𝐷𝑟に含まれ、同時に正三角形𝐴𝐵𝐶が𝐷𝑟に含まれる。 𝑟 =
1

2 cos
𝜋
6

=
1

√3
 ∴ 𝑠 = 𝑡 =

1

√3
 ⋯ ⋯ (答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 

𝐵𝐶 = 2 sin
𝜃

2
である。0 < 𝜃 <

𝜋

3
のとき、𝐵𝐶 < 1 であるから 

𝐶𝐴と𝐶𝐵、𝐶𝐴と𝐶𝐶がそれぞれ𝐴𝐵上、𝐴𝐶上で接するとき、3 辺が𝐷𝑟に含まれる。 ∴ 𝑠 =
1

2
 

𝐶𝐴, 𝐶𝐵, 𝐶𝐶の円周が、三角形𝐴𝐵𝐶の外心を通るとき、三角形𝐴𝐵𝐶が𝐷𝑟に含まれる。 ∴ 𝑡 =
1

2 cos
𝜃
2
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𝑟 = 𝑠 𝑟 = 𝑡 

𝑟 = 𝑠 = 𝑡 
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𝜋

3
< 𝜃 <

𝜋

2
のとき、𝐵𝐶 > 1 であるから 

𝐶𝐵と𝐶𝐶が𝐵𝐶上で接するとき、3 辺が𝐷𝑟に含まれる。 ∴ 𝑠 = sin
𝜃

2
 

𝐶𝐴, 𝐶𝐵, 𝐶𝐶の円周が、三角形𝐴𝐵𝐶の外心を通るとき、三角形𝐴𝐵𝐶が𝐷𝑟に含まれる。 ∴ 𝑡 =
1

2 cos
𝜃
2

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

𝜃 =
𝜋

2
のとき 三角形𝐴𝐵𝐶の外心は𝐵𝐶上にある。 

𝐶𝐵と𝐶𝐶が𝐵𝐶上で接し、𝐶𝐴が外心を通るとき、3 辺が𝐷𝑟に含まれ、同時に三角形𝐴𝐵𝐶が𝐷𝑟に含まれる。 

 ∴ 𝑠 = 𝑡 =
1

√2
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

𝐴 

𝐵 𝐶 

𝐴 

𝐵 𝐶 

𝐴 

𝐵 𝐶 

𝐴 

𝐵 𝐶 

𝐴 

𝐵 𝐶 

𝑟 = 𝑠 𝑟 = 𝑡 

𝑟 = 𝑠 𝑟 = 𝑡 

𝑟 = 𝑠 = 𝑡 

𝜃 𝜃 

𝜃 𝜃 



𝜃 >
𝜋

2
のとき 三角形𝐴𝐵𝐶の外心は三角形𝐴𝐵𝐶の外部にある。 

(2)と同様に考え、𝐶𝐴と𝐶𝐵の円周、𝐶𝐴と𝐶𝑐の円周が、それぞれ𝐵𝐶上で交差するとき、3 辺が𝐷𝑟に含まれ、 

同時に三角形𝐴𝐵𝐶が𝐷𝑟に含まれる。 

 ∴ 𝑠 = 𝑡 =
1

2 cos (
𝜋
2 −

𝜃
2)

=
1

2 sin
𝜃
2

 

 

以上により 

 

0 < 𝜃 ≦
𝜋

3
のとき 𝑠 =

1

2
, 𝑡 =

1

2 cos
𝜃
2

𝜋

3
< 𝜃 ≦

𝜋

2
のとき 𝑠 = sin

𝜃

2
, 𝑡 =

1

2 cos
𝜃
2

𝜃 >
𝜋

2
のとき 𝑠 = 𝑡 =

1

2 sin
𝜃
2

 ⋯ ⋯ (答) 


